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当
所
に
お
け
る
外
来

研
修
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

日
進
月
歩
の
今
日
、
特
に
競
争
の
は

げ
し
い
自
由
経
済
社
会
で
は
、
日
日
が

先
進
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
せ
の
戦
い

で
あ
る
訳
で
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
分
野
に

お
い
て
新
し
い
技
術
、
戦
術
等
の
研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
御
了
知
の
と

お
り
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
水
産
増

養
殖
技
術
の
習
得
を
希
望
す
る
人
を
対

象
と
し
て
研
修
に
応
じ
て
い
ま
す
。

期
聞
が
一
日
1
数
日
程
度
の
短
期
研

修
か
ら

一
週
間
以
上
の
長
期
に
わ
た
る

研
修
な
ど
色
々
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。

短
期
研
修
の
例
と
し
て
は
県
内
漁
業
関

係
者
は
勿
論
の
こ
と
県
外
者
も
多
く
、

外
人
で
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
オ
l
ス
ト
ラ
リ
ヤ
等
の
主
に

大
学
研
究
者
、

圏
内
で
は
北
海
道、

宮

城
、
岩
手
県
等
の
改
良
普
及
職
員
・
漁

業
研
究
会
員
等
に
及
び
、
主
と
し
て
ホ

タ
テ
ガ
イ
増
養
殖
技
術
の
研
修
が
多
く
、

年
間
百
人
を
下
ら
な
い
状
況
で
す
。
長

期
研
修
の
例
と
し
て
は
種
苗
生
産
技
術

の
習
得
を
希
望
す
る
も
の
が
多
く
、
短

ぐ
て
一
ヶ
月
、
ア
ワ
ビ
種
苗
生
涯
の
例

だ
と
半
年
か
ら
一
年
に
及
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。(
こ
こ
数
年
間
の
受
入
実
繍
表

コーセイ印刷

次

長

直

〉工

春

nn 

を
九
面
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。)

バ

当
所
で
の
長
期
研
修
員
の
受
入
れ

に

出

つ
い
て
は
要
綱
を
定
め
て
引
受
け
て
お
ト

り
ま
す
が
(
研
修
員
受
入
れ
要
綱
な
ど

ト

を
九
面
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
)
、種
苗
生

川

産
の
例
で
一言
う
と
、
当
所
で
行
う
試
験

獄

事
業
を
我
々
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
す

附

べ
て
の
業
務
作
業
に
従
事
し
て
技
能

・
一
刊

知
識
を
身
に
つ
け
て
事
つ
方
式
で
実
施

関

し
て
い
ま
す
。
勿
論
初
め
に
研
修
種
目

滑

の
技
術
依
系
金
体
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
県

初
心
者
の
た
め
に
特
に
実
験
ト
レ
l
ニ

奇

ン
グ
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、

自
主
的
な
勉
強
、
疑
問
点
の
討
議
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

研
修
と
言
う
と
、
い
か
に
も
い
か
め

し
い
感
じ
を
受
け
ま
す
が
、

日
頃
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
迷
っ
て
い
る
こ

と
、
技
術
的
な
こ
と
は
勿
論
、
漁
場
の

問
題
、
経
蛍
的
な
こ
と
等
々
、
お

E
い

に
顔
を
つ
き
合
せ
て
意
見
を
た
た
か
わ

せ、

情
報
交
換
す
る
こ
と
が
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
の
手
が
か
り
や
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
漁
業
者
の
方
々
が

気
安
く
、
足
繁
く
来
所
し
て
交
流
を
探

め
て
下
さ
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。

青森県水産増殖センター発行
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ふ
フ
夏
み
ら
れ
だ
ホ
タ
テ
稚
買
の

へ
い
死
状
況
と
秋
期
養
殖
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て

青森県水産増殖センターだより出岳民~~同~同;r，回;r，同;r，~同岳民争回;r，闘争回;r， 2 

褒 155年産ホタテ稚貝のへい死状況
(介散前) 一

、
稚
買
の
へ
い
死
状
況
に
つ
い
て

今
夏
、
陸
奥
湾
の
一
部
の
地
区
で
稚

貝
採
取
後
一

i
四
週
間
の
聞
に
稚
貝
が

死
ぬ
と
い
う
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
現
象
が
お
こ
っ
た
。

こ
の
へ
い
死
の
程
度
は
表
一
に
示
す

よ
う
に
平
内
、
青
森
地
区
で
顕
著
に
現

わ
れ、

七
O
%
を
越
え
る
へ
い
死
例
も

あ
っ
た
一
方
で
は
、
同
一
地
区
で
も
ほ

と
ん
ど
被
害
な
し
と
い
う
例
が
共
存
す

る
と
い
う
状
視
で
あ
っ

た
。

地 区 へい死の範囲 調査件数

上 司隆 5.3-6.0% 3 イ牛

膏 森 2.0-68.5 8 

平 内 0.0-73.3 15 

上 ヰヒ 7.1-35.2 3 

下 ヰヒ 0.3-約50 6 

当
所
で
は
へ
い
死
状
況
の
把
握
と
過

去
の
試
験
な
ど
か
ら
得
た
知
見
か
ら
、

こ
の
原
因
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
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ほ
た
て
貝
部
長

青

山

干東

夫

次
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
た
。

原
因
に
つ
い
て
は
、

・
採
苗
器

一
袋
あ
た
り
の
ホ
タ
テ
稚
貝

の
実
質
的
付
着
数
が
史
上
最
大
で
あ

っ
た
(
付
着
時
点
で
の
数
量
で
は
も

っ
と
多
い
年
も
あ

っ
た
が
、
今
年
は

ヒ
ト
デ
の
付
着
が
極
端
に
少
な
く
食

害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
(
表
二
)

こ
と
か
ら
、
採
苗
器
内
で
す
で
に
密

度
効
果
が
働
い
た
。
こ
の
現
象
は
付

着
数
の
多
い
平
内
、
青
森
地
区
で
強

く
あ
ら
わ
れ
た
。

55年産ホタテ稚貝付着数

地 区
ホ タテ稚貝

ヒトデ付制 |付着数

よ 事量 6，8∞個/袋 0.7個/袋

膏 森 37，800 4.2 

平 内 44，600 0.2 

上 ゴヒ 21，500 1.0 

下 ヰヒ 24，200 0.8 

全湾平均 30，600 2.5 

表 2

55.7.7-9・第2回付着稚員調査

(
 

・
採
取
稚
貝
の
生
長
を
よ
り
促
進
さ
せ

る
目
的
か
ら
、篭
ま
で
の
水
深
を
少
な

く
と
り
す
ぎ
た
例
が
あ
っ
た
(
幹
網

ま
で
の
水
深
は
一
五
メ
ー
ト
ル
が
よ

・
稚
員
の
付
着
が
低
水
温
に
よ
っ
て
例

年
に
較
べ
て
約
一
ヶ
月
遅
れ
た
が
、

稚
員
採
取
は
ほ
ぼ
一
週
間
遅
れ
で
始

ま
り
、
採
取
が
早
過
ぎ
た
と
思
わ
れ

る
地
区
が
あ
っ
た
。

-
稚
員
採
取
期
と
な
っ
た
七
月
下
旬
に

一
週
間
ほ
ど
連
日
強
い
ヤ
マ
セ
(
偏

東
風
)
が
あ
っ
て
そ
の
影
響
を
受
け

た
。

な
ど
が
相
乗
作
用
し
た
も
の
と
の
見
解

を
と
っ
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

一
O

月
に
実
施
し
た
全
湾
調
査
で
稚
貝
の
異

常
貝
出
現
率
が
平
均
で
一
二

一%、

へ

い
死
率
が
七

・
一
%
と
低
い
こ
と
、
へ

い
死
が
多
く
現
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら

抽
出
し
た
稚
貝
を
獲
着
養
殖
し
て
お
い

て
も
へ
い
死
が
遂
行
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
後
適
正
な
養
殖
管
理
を

お
こ
な
え
ば
よ
い
結
果
が
期
待
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

ニ
、
秋
期
聾
殖
実
態
調
査
に
つ
い
て

春
、
秋
二
回
全
湾
規
模
で
実
施
し
て

い
る
養
殖
実
態
調
査
の
五
五
年
秋
期
分

の
と
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
の
で
、

そ
の
概
要
と
考
察
を
述
べ
る
。

(
 

調
査
は

一
O
月
一
三
1
一
六
日
に
県
、

市
町
村
、
漁
協
が
参
加
し
て
例
年
ど
お

り
の
方
法
で
実
施
し
た
が
、
今
回
は
調

査
対
象
に
耳
づ
り
養
殖
を
新
た
に
加
え

た
。結

果
は
表
三
に
示
し
た
よ
う
に
な
り
、

全
体
的
に
み
る
と
、
異
常
へ
い
死
か
ら

.
の
回
復
基
調
は
ほ
ぼ
定
着
化
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
と
も
へ
い
究
を
再
発

さ
せ
な
い
監
視
体
制
は
継
続
し
て
い
く

必
要
が
る
。

養殖実態調査結果(秋期・全湾平均)

区分 稚 員 半成貝

年(昭和) 52 53 54 55 52 53 54 55 

へい死率 18.6 11.4 7.1 79.9 38.2 24.0 25.6 (%) 

異現率常貝(%出) l目6 3.7 1.2 52.7 6.0 10.5 11.8 

表3図
は
稚
員
時
の
異
常
貝
出
現
率
と
、

こ
れ
が
一
年
後
に
半
成
貝
に
な
っ
た
場

合
の
へ
い
死
率
の
関
係
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
稚
貝
時
に
異
常
貝
の
出
現

率
が
高
い
と
以
後
の
へ
い
死
率
が
高
く

な
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
お

り
、
初
期
の
管
理
の
重
要
さ
が
わ
か
る
。
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図
稚
貝
の
異
常
員
出
現
率
(
十
月
)
と

翌
年
の
半
成
員
の
へ

い
死
率
(
十
月
)
の

関
係
。
。
内
は
産
年
を
表
わ
す
。

五
四
年
産
買
の
耳
づ
り
養
殖
は、

良

い
種
苗
を
使
う
こ
と
の
必
要
性
が
か
な

り眉浸
透
し
て
い
た
た
め
、
全
湾
平
均
の

異
常
員
出
現
率
四
・
五
%
、
へ
い
死
率

一
五
・
五

%
と
良
好
で
あ
っ
た
。

d
(ム
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ホ
タ
テ
地
ま
き
増
殖
に

も
っ
と
関
山
と
理
解
を

合
匂
|
地
ま
き
ホ
タ
テ
ガ
イ
実
態
調
査
結
果
|

青森県水産増殖センターだより

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
地
ま
き
増
殖
は
、
垂

下
養
殖
と
共
に
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
産
業

の
両
翼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
初
め
て
湾
内
の
全
組
合
・

支
所
を
対
象
と
し
て
、
桁
網
ま
た
は
潜

水
に
よ
り
昭
和
五
四
年
生
れ
の
放
流
貝

の
生
員
・
異
常
貝
・
死
貝
な
ど
の
実
態

を
調
査
し
ま
し
た
。

間
査
結
果

そ
の
結
果
は
一
覧
表
に
示
し
た
様
に

な
り
ま
し
た
。

一
見
し
て
わ
か
る
様
に
、

成
績
の
よ
い
所
と
悪
い
所
で
は
極
め
て

大
き
な
差
が
あ
り
、
ま
た
悪
い
所
が
非

常
に
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

A
と
B
は
極
め
て
成
績
が
よ
い
例
で

九
七
%
が
正
常
貝
と
し
て
生
き
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち

B
は
蓬
田
地
先
に

場
所
を
借
り
て
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
実
験
地
ま
き
漁
場
の
も
の
で
す
。

充
分
な
方
法
を
と
れ
ば
こ
ん
な
に
よ
い

成
績
が
出
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
訳
で

す
。c
i
Eも
正
常
貝
が
八
O
%
以
上
生

き
残
っ
て
お
り
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建知d喜岡~~$喝告知喝=同信旨q$岡d言同信知d吉岡d吉岡3 

ぼ
た
て
良
部
技
師

戸

芳

充
分
な
デ
i
タ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
垂

下
養
殖
貝
の
例
か
ら
す
れ
ば
へ
い
死
す

る
恐
れ
が
高
く
、
現
在
異
常
で
な
い
も

の
も
ど
の
程
度
曜
会
か
は
疑
わ
し
く
、

約
一
年
後
の
最
終
歩
留
は
可
成
り
低
く

な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
c

M
1
U
に
つ
い
て
は
全
く
論
外
で
、

震
終
歩
留
は
極
め
て
低
く
な
り
、
採
算

割
れ
と
な
る
こ
と
は
先
づ
間
違
い
な
い

で
し
ょ
う
。

対

策

以
上
の
結
果
か
ら
わ
か
る
僚
に
、
成

典

G
i
L
に
な
る
と
生
員
が
五
O
i
七
C

%
残
っ
て
い
ま
す
が
、
異
常
貝
の
混
入

比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
気
が
か
り

で
す
。
地
ま
き
の
場
合
異
常
貝
が
今
後

ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

54年生地まきホタテガイ実態調査結果一覧表

調査期間 55.8. 28-

ご|訂正|殻長 長
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"" 6. 20 

6. 52 

7.80 

6. 38 

7. 97 

7. 19 

6. 00 

7. 85 

7. 03 
6.92 

放流時

"" 4.49 

4. 12 

3. 62 

4.30 

4.99 

3. 71 

3.48 
4. 78 

3. 19 

4. 71 

校
10. 5 

6. 6 

6. 3 

5. 4 

4. 6 

桁網|年内

潜水

が
一劃
一揖

翌春

潜水 |年内

" 

桁網

(1) 
率(%)比

~ 

績
木
良
の
最
大
の
原
因
は
不
健
全
な
種

苗
が
放
流
に
廻
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
従
が
っ
て
当
面
の
最
も

重
要
な
対
策
は
、
曜
会
な
よ
い
種
苗
を

作
っ
て
放
流
す
る
こ
と
で
す
。
放
流
用

種
苗
を
作
る
た
め
の
中
間
育
成
方
法
を

図
に
一
示
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
こ
れ
を

守
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
他
適
地
放
流
、

通
正
密
度
放
流
、
ヒ
ト
デ
駆
除
な
ど
を

励
行
し
、
一
日
も
早
く
地
ま
き
淘
殖
も

軌
道
に
の
せ
る
様
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

7.55 

" 

6. 98 
6. 80 

7. 41 

7. 59 

6. 82 

5. 88 

5. 70 

3.69 

旦05

3.66 

亘 12

3.90 
4. 05 

3.87 

3.76 

4. 39 

8. 5 

21.8 

ーーーーー-4
年内

潜水 |翌春

翌春

翌春

潜水 |年内

桁網 |年内

年内

桁網

7. 05 

7. 04 3. 80 11.1 

第l回介散
権貝採取 (9月一10月)

100枚以内一一一一-，→50枚以内一一一今年内
/パーJレネ y ト ー/パールネット 放流

l 翌春
」ー~ 30枚以内一一一一一一今放流

/パールネ ット

地まき士曽猫周種苗の中間育成方法

" 

6. 95 

6. 96 

5. 13 

3.24 

翌春

年内

7.87 

(1) 0;忍2 へい死率、医玄:ZJ生貝中の異常員出現率、亡二コ正常貝率

(2) 水産糟殖センヲ一地まき実験漁場(蓬田)

3.61 12.4 " " 

-施設は出来るだけ疲れや援動を少なくするニと。
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今
年
度
の
ナ
マ
コ

天
然
採
百
成
績

同~闘争回~同~民~同岳民~回岳民~t.::;;Þ民~回岳民~ 4 

陸
奥
湾
で
は
、
最
近
ナ
マ
コ
の
溜
殖

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
今
年
度
は

川
内
、
野
辺
地
、
清
水
川
、
蓬
田
の
各

研
究
会
に
お
い
て
ナ
マ
コ
の
試
験
採
苗

器
が
投
入
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
野
辺
地

の
実
施
例
を
見
る
と
、
採
苗
器
は
ホ
タ

テ
貝
殻
を
マ
ス
古
網
で
包
み
、
一

O
段

丸
篭
、
パ

l
ル
ネ
ッ
ト
、
玉
ネ
ギ
袋
等

に
収
容
し
図

1
の
様
に
設
置
し
て
い
る
。
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青森県水産増殖センターだより

図 1 採苗器の設置状況
，毎置探

苗
器
は
六
月
一
二
日
に
投
入
さ
れ

て
い
る
。
同
地
先
で
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
た
ラ
l
パ
調
査
結
果
を
表

1
に
、
研

究
会
、
普
及
所
に
よ
る
稚
ナ
マ
コ
付
着

調
査
結
果
を
表

2
に
示
し
た
。

-
フ
!
パ
の
出
現
は
七
月
一

O
日
の
み

で
、
犀
側
よ
り
も
水
深
七
1
一
O
mの

魚
類
部
主
任
研
究
員

早
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ナマコラーパ調査結果(野辺地町・馬門沖)

調査 曳綱 水深別出現個体数/t

月日 方法 岸 4m 5 m 7 m 10 m沖

6. 6 表層 。 。 。 。
6. 30 表層 。 。 。 。
表層 。 0.4 0.1 。

7. 10 
42.5 垂直 10.6 19.8 42.5 (2.8) 

7. 24 垂直 。 。 。 。

表 l付着調査結果(野辺地町・馬門沖)

、、、、 間査月日 9. 9 10. 31 

よ 2 段 。 (0 ) 1 (2.6) 

採
A 中 2 段 6 (15.5) 8 (20.4) 

下 Z 段 10 (25.5) 18 (45.9) 
苗 よ 2 段 1 (2.6) 
器
B 中 2 段 10 (25.5) 

5llJ 下 2 段 9 (23.0) 
採 上2ネット 1 (4.1) 日 (日)
集 C 中2ネ y ト 日(日) 3 (12.2) 
イ国 下 2ネット 2 (8.2) 11 (44.9) 
体 よ 2 袋 o ( 0 ) 日 ( 日 )
数 。中 Z 袋 。 (0 ) 1 (3.6) 

下 2 袋 1 (3.6) 8 (28.8) 

表2

盛Sヨ
豆宝

)外は全層の個体数
)内は表層 5mの個体数

(
 

沖
合
に
多
か
っ
た
。
ま
た
層
別
で
は
五

m
以
下
の
下
層
に
多
か
っ
た
。

次
に
稚
ナ
マ
コ
の
付
着
状
況
を
見
る

と、

パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
や
一

O
段
丸
篭
で

効
率
が
良
く
、
ど
の
採
苗
器
も
下
段
の

方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

石
川
県
、
長
崎
県
等
の
天
然
採
箇
例
と

は
採
苗
器
の
僑
造
が
ち
が
う
の
で
単
純

に
比
較
は
出
来
な
い
が
、
殆
ん
ど
同
程

度
の
付
着
が
得
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。さ

て
、
稚
ナ
マ
コ
の
定
着
場
所
は
海

潮
流
に
よ
っ
て
大
き
く
支
配
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
陸
奥
湾
内
で
も

こ
の
点
を
充
分
考
慮
し
、
続
ナ
マ
コ
の

分
布
団
叫
、
天
然
の
稚
ナ
マ
コ
の
出
現
場

所
、
ラ
1
パ
の
出
現
時
期

・
層
等
を
更

に
精
査
し
て
採
苗
器
を
設
置
す
れ
ば
、

も
っ
と
成
績
が
あ
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

ま
た
稚
ナ
マ
コ
は
、
俸
長
五

m
・
ふ

化
後
五

O
i
六
O
日
で
採
苗
器
か
ら
離

脱
し
底
生
生
活
に
移
行
す
る
が
、
着
定

場
所
の
生
息
環
山
崎
が
そ
の
後
の
成
長

・

歩
留
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、

こ
う
し
た
点
も
加
味
し
て
採
苗
器
の
設

置
場
所
の
選
定
を
行
な
え
ば
よ
り
効
果

が
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。

)外は採苔器当りの個体数
)内は採苗器の底面積1m'当りの個体数

F園、、

ク
ル
マ
エ
ビ
の
増
殖
に
つ
い
て

令
近
年
日
本
海
側
の
各
県
で
ク
ル
マ
エ

ビ
の
種
苗
放
流
に
よ
る
増
濯
効
果
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
本

県
に
お
い
て
も
ク
ル
マ
エ
ビ
の
増
殖
意

欲
が
非
常
に
高
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
日
は
青
森
県
に
お
け
る
ク

ル
マ

エ
ビ
漁
業
の
現
状
、
生
態
、
種
苗

放
流
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

漁
襲
の
現
状

最
近
十
ヶ
年
の
ク
ル
マ
エ
ビ
漁
獲
高

は
図

1
の
と
お
り
で
、
昭
和
五
四
年
に

は
十
四
ト
ン
と
飛
び
抜
け
て
高
い
漁
獲

量
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
年

青森県における最近10ヶ年の

クルマエピ漁獲高 帽す}
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コh
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は
一
ト
ン
か
ら
九
ト
ン
程
度
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
主
漁
場
は
日
本
海
側
の
岩

崎
か
ら
十
三
湖
押
の
水
探
十
i
十
五

m

の
砂
泥
底
の
海
域
で
す
。
漁
具
は
刺
網

が
主
で
、
漁
期
は
六

i
九
月
、
盛
期
は

七
i
八
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
業
従

事
者
数
は
約
三
百
人
・
九
十
隻
程
で
す
《

生

態

度
卵
盛
期
は
八
月
頃
で
、
十
三
樹
口
、

中
村
川
等
の
何
口
域
が
主
産
卵
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
浮
遊
稚
仔
は
九
i
十一

月
ま
で
十
三
湖
内
や
河
口
域
等
で
生
活

し
、
そ
の
後
沿
庫
域
か
ら
次
第
に
遠
ざ

か
り
、
水
深
四
十
1
六
十

m
の
砂
泥
質

場
で
越
冬
し
ま
す
。
満
一
年
で
十
四
l

十
六
叩
、
満
二
年
で
十
八
i
二
十
二

m

程
度
に
成
長
し
ま
す
。

種
酋
放
涜
と
そ
の
効
果

瀬
戸
内
海
で
昭
和
三
十
年
代
に
始
ま

っ
た
ク
ル
マ
エ
ビ
の
種
苗
放
流
は
、
そ

の
後
東
シ
ナ
海
、
太
平
洋
中
区
、
日
本

海
へ
と
拡
大
さ
れ
、
隣
の
秋
田
県
に
お

い
て
も
こ
こ
数
年
来
数
百
万
尾
の
単
位

で
放
流
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
海
北
部
三
県
の
種
苗
放
流
数
と

漁
獲
量
の
関
係
を
図

2
に
示
し
ま
し
た



う 以 が
でよ
す に お
。な よ
るそ
と種
効 苗
果 放
が 流
顕数
著 が
と プて
な 百
る 万
よ 尾

青森県水産増殖センターだよ り

量獲漁均平の後年流放

}尾
3
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方

い
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タ
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叩

狙
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叙
沈
鐘

図

山中
青
森
県
の
種
苗
放
流
状
況

青
森
県
に
お
い
て
事
業
規
模
で
種
苗
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放
流
さ
れ
た
の
は
今
年
度
が
始
め
て
で

す
。
そ
の
状
況
は
別
表
の
と
お
り
二
千

五
百
万
円
の
事
業
費
(
県
%
、
町
村
元
、

漁
協
%
負
担
)
で
、
一

千
万
尾
の
種
苗

を
放
流
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
種
苗
運

搬
、
中
間
育
成
等
で
改
蓄
の
余
地
が
あ

っ
た
も
の
と
反
省
さ
れ
ま
す
が
、
漁
業

者
自
ら
が
参
加
で
き
る
栽
埼
漁
業
の
一

つ
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
漁
業
者
の
意

欲
も
高
く
、
今
後
中
間
育
成
方
法
等
の

改
普
も
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
、
判
来

の
展
望
は
明
る
い
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

o I 
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事業費 固い綱放養 放流 育成
漁協名

(方円) 月 日 属数 体長 体長 日数

大間越 50 6 -13 20~ 1.35cm 1.35cm 日目

岩崎村 450 6 -13 80 1.35 10 

6 -26 100 1.90 10 

，菜 ;甫 500 6 -13 100 1. 35 4 

6 -20 50 1.50 2.60 17 

8 -6 50 1.50 7 

風合瀬 125 6 -26 50 1.90 2.50 15 

大戸瀬 500 6 -20 100 1.50 2.60 15 

8 -6 100 1.50 13 

125 100 1.20 1.90 11 

鯵 ヶ 沢 500 6 -23 150 2.30 2.49 12 

車 カ 125 6 -10 50 1.20 

十 125 6 -10 50 1.20 1.40 8 

合 計 2500 1000 

昭和55年度クルマエビ中間育成放流結果

ク
ル
マ
エ
ビ
種
苗
般
流

技
術
に
つ
い
て

ク
ル
マ
エ
ビ
の
種
苗
放
流
に
は
直
接

放
流
す
る
方
法
、
海
中
施
設
内
で
短
期

間
馴
致
し
て
放
流
す
る
方
法
、
さ
ら
に

一
定
期
間
中
間
育
成
し
て
放
流
す
る
方

注
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

理
想
的
な
放
流
用
種
苗
と
し
て
は
遊

泳
能
力
、
潜
砂
能
力
の
完
備
し
た
体
長

二
五
m
以
上
の
健
康
な
も
の
が
望
ま
れ

ま
す
が
、
種
苗
生
産
技
術
の
面
で
、
通

常
の
飼
育
密
度
で
は
体
長

一
二
聞
を
越

え
て
飼
育
を
続
け
た
場
合
、

付
高
肢
の

損
傷
が
激
化
し
潜
砂
能
力
を
著
し
く
阻

害
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
生
産
コ
ス
ト
や
歩
留
の
点
で
も
僻
時
点

が
生
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
現
在

一
般
に
は

一
O
m
前
後
の
も
の
が
種
苗

と
し
て
出
荷
さ
れ
る
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
時
期
の
も
の
は
遊
泳
能
力
や
潜
砂

能
力
が
ま
だ
不
十
分
で
、
逸
散
や
食
害

を
生
じ
や
す
く
、
特
に
直
接
放
流
し
た

場
合
の
減
耗
は

一
日
目
で
八
C
l
九
九

%
に
も
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
潜
砂
能
力

の
完
成
、
損
傷
の
回
復
等
を
図
る
た
め

に
前
記
の
馴
致
や
中
間
育
成
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

で
は
こ
こ
で
馴
致
放
流
、

中
間
育
成

放
流
と
い
っ
た
技
術
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

魚
類
部
技
師

倉

大

二
郎

馴
致
や
中
間
育
成
の
た
め
の
泡
設
と

し
て
は
人
工
干
潟
、
堀
込
池
、
網
囲
い

な
ど
の
ほ
か
瞳
土
施
設
も
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
一

般
に
は
施
設
費
や
簡
便
さ

の
面
か
ら
網
囲
い
方
式
の
も
の
が
普
及

し
て
お
り
、
特
に
干
満
差
が
少
な
ぐ
干

潟
の
発
達
の
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
本
県

日
本
海
沿
岸
に
お
い
て
は
こ
の
方
式
が

適
当
と
思
わ
れ
ま
す
。

網
囲
い
の
設
置
場
所
と
し
て
は
、
水

深

0
・
五
l
一
m
前
後
で
波
浪
や
濁
水

の
影
響
が
少
な
い
細
砂

(
直
径
0
・
五

m
以
下
)
の
場
所
が
適
し
て
い
ま
す
。

設
置
に
当
っ
て
は
耐
波
世
に
十
分
留
意

す
る
こ
と
、
害
敵
の
侵
入
を
防
止
す
る

た
め
水
面
上
に
三

O
i
五

O
叩
の
立
ち

上
が
り
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で

す
。な
お
網
囲
い
は
内
部
に
筈
敵
が
残
存

し
や
す
く
、
特
に
ヒ
ラ
メ

・カ
レ
イ
類
・

ハ
ゼ
・

タ
イ
・
コ
チ
類
等
は
数
時
間
で

数
十
尾
i

一
O
O
尾
以
上
も
の
種
苗
を

捕
食
す
る
と
い
わ
れ
る
た
め
、
サ一フ
シ

粉
散
布

(二
O

m
)、投
網
、
曳
き
網
等

に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
を
完
全

に
駆
除
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
内
へ
の
種
苗
放
養
量
は
、
馴
致

放
流
の
場
合
通
常

一
0
0
0尾
/
凶
以

下
の
A

じ
仔
な
い
ま
す
が
、
中
間
育

成
の
場
合
に
は
成
長
や
歩
留
り
の
薗
か

ら
五
O
O
尾
/
訂
以
下
と
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

飼
育
期
間
は
、
中
間
育
成
放
流
の
場

合
一
0
1
一
五

m
の
種
苗
を
二
五
1
三

o
m
に
養
成
す
る
の
に
二
0
1
二
五
日

を
要
し
、
ま
た
馴
致
放
流
の
場
合
脚
の

損
傷
を
回
復
さ
せ
る
の
に
五
1
一
()
自

の
期
聞
を
要
し
ま
す。

餌
粉
と
し
て
は
稚
エ
ピ
用
の
配
合
餌

料
が
広
く
用
い
ら
れ
ま
す
が
魚
肉
ミ
ン

チ
も
有
効
で
、
配
合
餌
料
の
場
合
で
依

重
の
二

C
M拘
置
、
生
餌
の
場
合
で

一c
c

%
量
を

一
日
二
回
以
上
に
分
け
て
施
設

内
に
均

一
に
投
餌
ず
る
よ
う
に
し
ま
す
。

種
苗
の
放
流
は
網
固
い
の
除
去
に
よ

っ
て
行
な
い
ま
す
が
、
放
流
後
の
減
耗

を
少
し
で
も
減
ら
す
意
味
で
、
放
流
は

一
般
に
捕
食
魚
の
活
動
が
不
活
発
と
な

る
日
没
後
1
夜
間
に
実
施
す
る
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す。

な
お
今
年
鯵
ヶ
沢
地
先
に
お
い
て
実

施
し
た
中
間
育
成
試
験
の
結
果
で
は
、

一
五
日
間
の
飼
育
で
体
長

一
二
聞
の
も

の
が

一
七
i
一一

一
聞
に
成
長
し、

ま
た

脚
の
損
傷
度
も
開
始
時
に
八
O
%
で
あ

っ
た
も
の
が
五
日
目
で
八
%
、
一
五
日

目
で
一
二
%
に
低
下
す
る
の
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
歩
留
り
に
つ
い
て
は

食
害
の
影
響
に
よ
り
数
%
台
と
不
振
な

成
績
に
終
わ
り
、
あ
ら
た
め
て
害
敵
駆

除
の
完
全
実
施
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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(

町

田
と
い
う
コ

l
ス
を
、l
E
際
会
議
に
出

席
し
養
魚
場
を
見
学
し
な
が
ら
二
週
間

で

一
周
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
ζ

ヨ
l
ロ
ッ
ハ

ま
で
旅
行
し
て
み
て
ま

づ
第

一に
感
じ
た
こ
と
は
、
時
間
の
感

覚
が
お
か
し
く
な
る
こ
と
で
す
ニ
成
田

空
港
か
ら
夕
刻
に
出
発
し
て
し
ば
ら
く

す
る
と
夜
が
あ
け
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

臼
右
時
川
の
ま
込
で
あ
る
私
の
時
計
で

は
真
夜
中
だ
と
い
う
の
に

，
さ
ら
に
経

由
地
で
あ
る
ア
ン
カ
し
;

ン
か
ら
北
極

圏
を
越
え
て
飛
び
ま
す
と
こ
の
季
節
で

は
夜
は
な
く
昼
だ
け
な
の
で
す
。
次
に

、ずつ
い
た
の
が
こ
れ
も
経
由
地
で
あ
る
西

ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
す
が
、
こ
こ

で
は
勿
論
朝
で
す
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら

ま
た
別
な
ジ
ェ
ァ
ト
に
乗
っ
て
終
替
地

で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
タ
パ
ン
ゲ
ル

に
つ
い
た
の
は
現
地
時
間
の
夕
刻
で
す
。

白夜の北極圏

(
 

し
か
し
、
北
緯
六
十
度
に
近
い
ス
タ
パ

ン
ゲ
ル
で
は
白
夜
に
近
く
、
夜
の
十

一

時
を
過
ぎ
て
や
っ
と
暗
く
な
っ
た
の
で

す
c

乙
れ
を
時
間
に
換
算
し
て
み
ま
す

と
、
日
広
を
夕
刻
出
発
し
て
か
ら
数
時

間
は
夜
で
す
が
そ
れ
以
後
三
十
四

・
五

時
間
が
昼
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
白
夜
に
近
い
ノ
ル
ウ
ェ

ー
で
は
、

午
後
十

一
時
過
ぎ
に
暗
く
な
っ
て
も
数

時
間
で
ま
た
朝
に
な
る
と
い
う
具
合
で

し
た
t

到
着
後
も
明
る
さ
を
標
準
に
眠

る
時
間
を
決
め
て
い
て
は
眠
る
時
聞
が

あ
り
ま
せ
ん
。
時
計
を
見
て
、
カ
ー
テ

ン
を
引
き
暗
く
し
て
眠
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
な
れ
る
ま
で
時

間
感
覚
が
獲
に
な
る
の
は
当
り
前
で

「
時
差
ボ
ケ
」
と
い
う
一言
葉
を
実
感
し
ま

し
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
云
え
ば
我
々
魚
屋
は
、

す
ぐ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
捕
鯨
と
か
世
界
三
大

漁
業
国
と
か
と
い
う
よ
う
に
漁
業
の
こ

と
が
頭
に
浮
び
ま
す
。

だ
が
、
現
地
に
き
て
み
て
ど
こ
に
漁

業
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
し
い
い
わ
ゆ

る
魚
臭
さ
が
な
い
の
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
漁
業
は
タ
一
フ
資
源
の
減
少
を
契
機

と
し
て
衰
微
の
道
を
た
ど
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
漁
業
で
名
高
い
ノ
ル
ワ

ェ
l
第
二
の
都
市
ベ
ル
ゲ
ン
の
大
通
り

に
あ
る
捕
鯨
の
記
念
碑
に
往
時
の
隆
盛

が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

ケ常 国
のなで
幼熱は
魚意最(
のを 近，、

放 i主サ
流 いケ
とでろ
世お乏
界 りり
一、増

で大養
は量殖
な のに
いサ異

か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
サ
ケ
や
ニ
ジ
マ

ス
の
海
中
養
殖
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

因
に
そ
の
数
字
を
掲
げ
ま
す
と
サ
ケ

(ヨ

l
ロ
て
パ

ザ
ケ
)
四
千
ト
ン
、

ニ
ジ

マ
ス
三
千
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

サケ(ヨーロッパザケ)ニジマスのふ化場

(ノルウェー)

市場で売っているサケのブツ七月
(ノルウエー)

サケの海中飼育場(ノルウェー)

通
常
日
本
の
場
合
、
サ
ケ
、
マ
ス
の

増
饗
殖
を
考
え
る
と
き
に
は
、
用
水
の

温
度
が
高
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
に
な
り

ま
す
が
、
さ
す
が
北
欧
だ
け
あ
っ
て
冬

期
間
の
温
度
が
低
い
た
め
稚
魚
飼
育
の

た
め
に
は
ボ
イ
ラ
ー
を
焚
い
て
水
温
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
云
わ
れ

て
お
り
ま
す
し
、
ニ
ジ
マ
ス
を
阿
川
に

放
流
す
る
と
成
長
は
す
る
が
水
温
が
低

い
た
め
成
熟
し
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い

る
等
、
我
々
の
常
識
を
越
え
る
も
の
が

あ
る
よ
う
で
す
c

ノ
ル
ワ
ェ

ー
を
旅
し
ま
す
と
ブ
ィ
ヨ

l
ル
ド
が
発
達
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま

す
。
フ
ィ
ヨ

i
ル
ド
は
氷
河
に
よ
っ
て

削
ら
れ
た
谷
が
海
に
沈
ん
で
出
来
た
も

の
だ
そ
う
で
す
が
、
私
が
見
た
フ
ィ
ヨ

l
ル
ド
で
も
長
さ
が
百
回
以
上
、
巾
が

数
百

m
か
ら
数
回
と
い
う
長
大
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
2

フ
ィ
ヨ

l
ル
ド
を
通

り
ま
す
と
、
丁
度
十
和
湖
の
遊
覧
船
に
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乗
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
勿

論
対
庫
の
距
離
は
十
和
田
湖
程
遠
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
海
で
あ
り
な
が
ら
波

が
な
い
た
め
岸
の
近
く
ま
で
値
物
が
生

え
、
そ
こ
か
ら
数
百

m
の
原
生
林
の
急

な
斜
面
に
続
い
て
い
る
の
で
す
。

7 <:s泊~~喜岡d喜岡<;$同頃喜岡延知$:l~吉岡<;$回需吉田d吉岡礎知

私
達
一
行
は
宿
泊
地
の
ス
タ
パ
ン
ゲ

ル
か
ら
ノ
ル
ワ
ェ

1
海
洋
研
究
所
の
あ

る
ベ
ル
ゲ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
小

旅
仔
で
は
空
路
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め

閉
鎖
さ
れ
た
の
で
フ

ィ
ヨ
i
ル
ド
を
通

る
定
期
航
路
の
双
胴
船
(
五
十
ト
ン
位
)

フィヨールド(ノルウェー)

に
乗
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
定
期

船
は
点
在
す
る
小
さ
な
村
々
小
さ
な
町

町
へ
と
立
寄
り
な
が
ら
、
小
雨
の
煙
る
中

を
数
時
間
美
し
い
縫
大
な
フ

ィ
ヨ
1
ル

ド
の
中
を
進
み
ま
し
た
。
定
期
船
の
中

十和田湖のようなフィヨールド
(ノルウェー)

で
は
顔
見
知
り
の
人
も
、
初
対
面
の
人

も
す
ぐ
打
ち
と
け
て
談
笑
に
入
る
よ
う

で
、
私
達
も
向
い
の
席
に
座
っ
た
子
供

連
れ
A

6
ん
や
お
(

さ
ん
と
た
ど 十和田湖のようなフィヨールド (ノ ルウェー)

た
ど
し
い
英
語
で
会
話
を
始
め
ま
し
た
。

東
洋
人
が
珍
し
い
の
か
他
の
庸
の
子
供

達
も
二
・
三
人
集
ま
り
ま
し
た
ふ
ヨ
l

ロ
ァ
ハ
に
は
穴
の
空
い
た
お
金
が
な
い

と
か
ね
て
か
ら
聞
いr
て
い
た
私
は
、
五
円

-K
と
五
十
円
玉
に
紐
を
通
し
て
沢
山
持

っ
て
行
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
も
っ
た
い

を
つ
け
な
が
ら
一
ケ
づ
つ
あ
げ
た
の
が

き
っ
か
け
で
話
が
強
み
だ
し
た
の
で
す
c

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
若
い
人
は
英
語
が
充

分
話
せ
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
の
授
業
に

英
語
が
入
っ

て
い
る
た
め
の
よ
う
で
す
。

我
キ
は
中
学
で
三
年
、
高
校
で
三
年
と

い
う
よ
う
に
教
育
で
は
充
分
英
語
を
習

っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ま
あ
な
ん
と

も
ど
か
し
い
あ
や
し
げ
な
英
語
し
か
し

ゃ
べ
れ
な
い
こ
と
か
。
勿
論
こ
れ
は
英

語
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
が
近
い
せ
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
日
広
の
英
語
教
育
の

あ
り
方
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ご

し
か
し
、

ノ
ル
ウ
ェ

ー
で
も
老
人
は
だ

め
で
す
。
小
学
校
の
子
供
に
通
訳
し
て

も
ら
わ
な
い
と
会
話
は
で
き
な
い
の
で

す
。
そ
こ
で
ノ
ル
ワ
ェ
1

語
か
ら
日
本

フィヨールドの村Kノルウヱー)

語
・
英
語
と
と
ち
や
む
ち
ゃ
の
楽
し
い

会
話
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
結
岨
情
意

志
が
通
じ
ま
し
た
。
お
互
い
に
理
解
し

合
お
う
と
い
う
気
持
が
あ
れ
ば
な
ん
と

か
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
ご

~童になったベへ・アウネ・
アンデルセン君 (12才)

ノ
ル
ワ

ェ
l
は
確
か
に
遠
い
園
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
国
に
は
日
本
の
工

業
製
品
が
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
3

カ
メ

ラ
屋
の
巨
頭
に
は
ニ
コ

ン
・
キ
ャ
ノ
ン

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
カ
メ
ラ
を
従
え
て

一
段
と
高
い
と
こ
ろ
に
鎮
座
し
て
お
り

ま
す
し
、
フ

ィ
ヨ
i
ル
ド
の
終
点
の
寒

村
で
は
小
松
の
ブ
ル
ド
l
ザ
が
働
い
て

お
り
、
シ
ヨ
ヅ
ピ
ン
グ
街
に
は

y
ニ
l

の
テ
レ
ビ
、
パ
イ
オ

ニ
ア
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
、
一
寸
お
み
や
げ
と
患
っ
て
顔
を
つ

つ
込
ん
だ
釘
具
后
に
は
ダ
イ
ワ
の
リ
ー

ル
筆
、
郊
外
に
は
ト
ヨ
タ
や
ニ
ッ
サ
ン

の
整
備
工
場
と
い
う
具
合
で
す
。
こ
の

国
に
ち
J
A

U

り
気
の
毒
な
よ
う
な
気 ベルゲンの港 (ノルウェー)

が
し
て
、
国
際
会
議
に
出
席
し
た
ノ
ル
ワ

ェ
i
の
偉
そ
う
な
老
学
者
に
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
「
な
に
し
ろ
人
口

四
百
万
人
の
国
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に

ガ
ツ
ガ

y
働
か
な
く
と
も
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
日
本
人
は
働
き

す
ぎ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
国
で
は

商
后
は
朝
十
時
頃
に
閉
居
し
て
午
後
四

時
に
は
閉
居
し
ま
す
し
、
勿
論
土

・
日

は
休
み
、
一
週
間
に
一
度
だ
け
六
時
頃

ま
で
閉
居
し
て
い
る
と
い
う
具
合
で
す

か
ら
、
本
当
に
商
売
す
る
気
が
あ
る
だ

ろ
う
か
、
勤
め
人
は
仕
事
を
サ
ボ
ら
な

い
で
買
物
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
が
残
り
ま
す
。

ノ
ル
ワ
ェ
!
の
次
に
は
イ
ギ
リ
ス
に

渡
り
ま
し
た
。
こ
の
国
で
は
、
シ
ェ
ア

ワ
ォ

l
タ
l
養
魚
会
社
と
い
う
民
間
の

養
魚
会
社
と
、
原
発
温
排
水
を
利
用
し

た
ワ
ナ
ギ
の
養
魚
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

シ
ェ
ア
ワ
ォ
l
タ
1
社
は
ニ
ジ
マ
ス
と

タ
l
ポ
ッ
ト
(
ヒ
ラ
メ
の
一
種
)
の
養

殖
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
が
見
学

で
き
た
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
カ
i
-フ

ィ
ル
に
あ
る
ニ
ジ
マ
ス
の
養
魚
場
で
し

た
。
こ
の
養
魚
場
で
は
用
水
で
あ
る
淡

水
に
飽
和
以
上
の
酸
素
を
強
制
的
に
混

入
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
方
法
に
よ
り
普

通
日
本
で
養
殖
す
る
場
合
の
数
倍
以
上

の
放
養
密
度
(
百
三
十
回
/
ぽ
)
で
ニ

ジ
マ
ス
を
飼
膏
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
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た
同
時
に
ニ
ジ
マ
ス
の
縫
は
成
長
が
悪

い
と
い
う
の
で
、
雌
性
ホ
ル
モ
ン
を
雄
一

魚
に
与
え
る
こ
と
に
よ
り
全
部
を
雌
魚

に
し
て
飼
育
し
て
い
る
等
、
日
本
の
養

魚
の
常
識
を
超
え
た
方
法
を
企
業
化
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
養
魚
会
社
を
見
学

し
た
後
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
に
一
泊
し
ま

し
た
。
こ
の
宿
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の

中
心
部
か
ら
ち
ょ
っ
と
は
づ
れ
た
旧
中

産
階
級
の
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
が
、
現

在
は
黒
人

・
イ
ン
ド
人
が
集
ま
り
す
っ

か
り
ス
ラ
ム
化
し
た
感
じ
で
し
た
。
宿

戸h、、

，由、

酸素を使用する高密度室内飼育槽

(イ ギリス)
槽
吋
踊
リ
の
主
人
は
イ
ン
ド
人
で
我
々
日
本
人
を

肝
川
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
向

間
色
人
ど
っ
し
と
い
う
近
視
感
が
あ
る
の

明

で

し

ょ

う

。

「
以
前
に
も
日
本
人
が
的

肘

っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
か
「
安
い
デ

ィ

柑

ス
コ
が
あ
る
か
ら
遊
び
に
行
っ
た
ら
ど

献

う
か
」
と
か
、
果
て
は
勘
定
高
い
外
国

に
あ
り
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
の
無
斜
サ
ー

ビ
ス
ま
で
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
、
こ
の
宿
の
向
い
の
同
で

も
屋
の
巨
大
な
イ
ン
ド
人
の
お
じ
さ
ん

に
も
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
コ
日
本
人
で
イ

ギ
リ
ス
を
視
察
に
き
た
の
だ
と
一言
う
と
、

奥
さ
ん
ま
で
紹
介
し
な
が
ら
大
き
な
手

で
握
手
を
求
め
ら
れ
び
っ
く
り
し
た
も

の
で
し
た
3

白
色
人

・
有
色
人
こ
の
人

種
差
別
に
は
相
当
厳
し
い
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ロ
ン
ド
ン

の
デ
パ
ー
ト
の
カ
メ
ラ
先
場
で
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
日
広
製
の
カ
メ
ラ
で
あ
っ インド経営のホテJレ(イギリス)

た
た
め
か
、
同
行
の
一
人
が
フ
ィ
ル
ム

を
民
っ
た
時
、
必
子
が
「
私
達
ま
で
白

木
人
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
」
と
冗

談
と
も
ヒ
ガ
ミ
と
も
つ
か
な
い
こ
と
を

言
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
ニ

イ
ギ
リ
ス
の
次
は
オ
ラ
ン
タ
で
す
c

こ
こ
で
は
、
火
力
発
電
の
温
排
水
を
利

用
し
た
コ
イ

・
ニ
ジ
マ
ス
等
の
網
生
資

養
魚
を
見
学
し
ま
し
た
。
火
力
発
電
所

で
は
湖
か
ら
湖
水
を
吸
い
あ
げ
こ
れ
を

冷
却
水
と
し
て
使
用
し
、
温
度
を
七
度

上
げ
て
排
水
し
て
い
る
た
め
夏
は
最
高

三
十
度
、
冬
は
最
低
十
度
の
範
囲
に
と

ど
ま
り
養
魚
に
適
す
る
水
温
が
維
持
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

火
力
発
電
所
の
取
水
口
は
湖
内
に
あ

り
、
二
十
五
ミ
リ
と
一
一
ミ
リ
の
彬色…

迷
入
防
止
用
ス
ク
リ
ー
ン
を
張

っ
て、

ワ
カ
サ
ギ
等
の
稚
魚
の
迷
入
を
防
止
し

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
全
部
は
防
止
で 戸、、

ノ園、

き
な
い
よ
う
で
す
。

養
魚
場
を
見
学
し
た
後
は
、
か
の
有

名
な
海
よ
り
低
い
干
拓
地
を
通
り
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
泊
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

火力発電;星排水利用の養魚場(オランダ)

ア
ム
ス
テ
ル
タ
ム
で
は
「
飾
り
窓
」

が
有
名
で
す
。
こ
れ
を
見
て
帰
ら
な
い

と
銭
別
を
く
れ
た
人
に
申
し
わ
け
な
い

と
ば
か
り
、
変
な
理
屈
を
つ
け
て
「
飾

り
窓
」
を
見
物
に
行
き
ま
し
た
。

「飾

り
窓
」
の
家
が
あ
る

一
圃
は
驚
い
た
こ

と
に
女
王
の
宮
殿
か
ら
二
百

m
し
か
離

れ
て
い
な
い
所
に
あ
る
の
で
す
。
さ
し

づ
め
日
本
で
一
言
え
ば
皇
居
の
そ
ば
の
日

比
谷
公
園
ぐ
ら
い
の
所
に
あ
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
宮
殿
自
体
街
の
中
に
あ
る
大

き
な
建
物
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
が
、
そ

れ
に
し
て
も
一
寸
び
っ
く
り
で
し
た
。

「
飾
り
窓
」
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
一
一

十
軒
ぐ
ら
い
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
前
を
観
光
客
や
ら
そ
れ
を
お
目
当
の

人
や
ら
が
男
も
女
も
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
い

て
い
て
、
日
本
で
想
像
し
て
い
た
よ
う

な
悪
の
巣
窟
め
い
た
も
の
や
危
険
は
感

ぜ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
も
金

の
有
り
そ
う
な
恰
好
で
は
な
か
っ
た
し
、

一
人
で
歩
か
な
か
っ
た
せ
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
3

厳
後
に
行
っ
た
の
は
西
ド
イ
ツ
の
ハ

ン
プ
ル
グ
で
す
。
こ
こ
で
は
「
西
ド
イ

ツ
沿
犀

・
内
水
面
研
究
所
付
膚
淡
水
魚

研
究
所
」
と
い
う
長
い
名
称
の
研
究
所

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
所
で
は

コ
イ

・
メ
ワ
ギ
ョ
を
主
体
に
研
究
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
興
味
深
い
の

は
魚
は
鰻
大
ど
の
位
の
水
で
ど
の
位
の

魚
を
飼
え
る
か
を
研
究
し
て
い
て
、
三

t
の
水
で
一
回
の
魚
ま
で
飼
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
三
t
の
中
で
一
回
と
い

い
い
ま
す
と
、
普
通
家
庭
等
で
キ
ン
ギ

ョ
を
飼
っ
て
い
る
三
十
叩
×
三
十
叩
の

水
轡
で
三
回
の
コ
イ
を
六
尾
ぐ
ら
い
飼

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
す
さ
ま
じ

い
も
の
で
す
。
事
実
こ
の
研
究
所
で
こ

の
よ
う
な
超
過
密
養
殖
を
し
て
い
る
の

を
見
せ
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
メ
ス
ケ
所
長
も
普
通
は
十

t
の
水
に
一
回
が
丁
度
良
い
と
こ
ろ
だ

と
我
々
の
常
識
を
肯
定
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
で
は
魚
が
自
分
で
空
腹
の
と

き
だ
け
餌
を
食
う
よ
う
な
合
理
的
な
シ

:ニ..ょ..、ニ:.J:2.て・一・、‘iJ7
大ナマズの飼育紋験 (西ドイツ)
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ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
を

研
究
す
る
た
め
、
晴
乳
ピ
ン
か
ら
コ
イ

が
餌
を
と
る
こ
と
を
研
究
し
た
そ
う
で

す
が
、
晴
乳
ピ
ン
か
ら
餌
を
と
る
こ
と

を
コ
イ
に
覚
え
さ
せ
た
も
の
の
餌
の
効

率
は
良
く
な
い
と
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

西
ド
イ
ツ
で
は
ハ
ン
プ
ル
グ
以
外
の

地
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
古
い
建
物
を
復
元
し
な
が
ら

整
然
と
作
っ
た
街
並
み
、
ど
っ
し
り
し

た
住
宅
、
緑
の
街
路
樹
、
公
園
な
ど
今

ま
で
廻
っ
た
ど
の
国
よ
り
も
経
済
力
が

あ
る
と
い
う
実
感
を
得
ま
し
た
。

外
国
旅
行
、
行
っ
て
み
る
ま
で
は
何

も
か
も
心
配
づ
く
め
で
し
た
が
、
今
度

は
気
軽
に
行
け
そ
う
で
す
。
空
港
に
行

け
ば
必
ず
日
本
人
の
旅
行
客
が
お
り
ま

す
し
、

ハ
ン
プ
ル
グ
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
繁
華
街
の
お
み
や
げ
百
で
は
日
本

語
を
話
す
百
員
ま
で
お
り
ま
し
た
。
勿

論
そ
ん
な
こ
と
が
な
く
と
も
団
依
旅
行

で
は
添
乗
員
が
お
り
ま
ず
か
ら
何
の
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ど
た
ど
し
い
英

語
で
も
充
分
で
す
。
特
に
英
語
を
話
す

国
で
な
い
国
の
人
の
英
語
は
我
々
に
わ

か
り
や
す
い
よ
う
で
す
。
外
国
に
行
き

ま
す
と
単
に
日
本
の
良
さ
が
わ
か
り
ま

す
c

外
国
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
多

少
外
国
カ
プ
レ
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
が
、
初
め
て
の
旅
行
で
す
の
で
大

目
に
見
て
下
さ
い
。

当所研修員受入れ要綱の要点

1、一週間以上に互る研修員の受入れを依頼
しようとする団体(公共団体、水産関係団

体等)はセンタ一所長に依頼書 (下記第一

号様式)を提出すること。

2、所長は依頼書の内容及びセンタ ー の試験
研究計画と受入時期・期間等を検討して受

入 れの可否を決め、その 旨を依頼者に通知

する。

3、研修員の受入れにより生ずる直接必要な

戸『 経費は依頼者の負担とする。(実際的には実

習等に必要な作業服、カ ヅパ、長靴等の現

物持参及び県内現地調査などの 旅費など)

-、4、研修員が研修期間中に事放を起し、本人、
センター又は第三者に損害を与えたときは、

依頼者がその責を負うこと。

5、研修員の服務規律は県が定める県織員の

例に準ずること。

当所長期研修員受入れ実績 (昭和52年度以降)

研 修 生 51持師修期間 研修項目
所 属 氏 名

52.5-52， 6 (30日) 深浦町役場聴員 永沢 量 アワビ種苗生産

52.1-52.8 (20日) メキシコ 海洋科学大 エスケラスベリ ヒフメーカレイ芋院講師 オルーマリイナス 類種高生産. 制
カルロス イルレタ . ゴエナーウガJレデ. e・ ヘスス・ドルクー 漁場生産と環境ゴンザルス

プフジル・国立大学水 清蔵 ルリ子
第 l号様ー式

，ーS2. 7...... 53.‘( 8ヶ月) 産科学生
水産増 養殖

3‘...... 53. 12(9ヶ月} 東海大学糟殖竿科学生 橋本 勲
ホタァガイの

水産増養殖関係の研修員受入れ依頼書生理生懸研究

53. 5-53. 7 (40日) 三厩町役場事量員 工蔵俊悦 アワピ種苗生産

• 三厩IBT漁協磁員 小 鹿直 人 . 昭和 年 月 日

-53. 8....... 53. 9 (30日) 海舛漁業協力財団 1今西寿夫 員類増 養殖 青森県水産増殖センタ一所長殿

3. 9...... 53. 10 { 20日) 佐井村漁協瞳員 棚田房治 アワビ種苗生産

日 10- 所在地
53， 11 ( 20日) 三厩村役場。 工高俊悦 コンブ増養殖

依頼者

• ニ厩村漁協， 小 鹿直人 . 
名称表及び

54.1-54.2 (30日) 八声漁連， 小又 寛男 アワビ種苗生産 代者名 印

54.5-54.6 (20日) 階上漁協 e 上野 買 | . ニのたび、下記のとおり研修員を派遣して研修を受けさせた. 小泊漁協， 山内芳一 . いので、受入れ〈だきるようお願いします。
54.5-55.・(11ヶ月) 風間精村役場e 平野 建

. 
コノプ増餐産

54.6-s..1 (20日〉 小泊村役場， 葛西高富男 アワビ種苗生産 ~è . 下前漁協， t 永沢富士男 コノプ増寮笠殖 研修員の氏名、生
魚類種苗産 l年月日、性別、年令

54.6"'" 55. 4(10ヶ月〉 今 耳IJ 町 山田 基 アワビ種苗生産

55. 5-55. 11( 6ヶ月} 六ケ所村役場眠員 中村豊彦 • 2.希望研修事項

' 泊楠協。 種市四志望 . 
3.希望研修期間

55. 6-Ss. 1l( 5ヶ月) 竜飛漁協 木下喜代秀 ヒラメ種苗生産

日 7-.. Ss. 12 (14日) 今別西部漁協直員 川村樺議 ホタテガイ噂費殖
4.研修時の要件貴センターの研修員受入れ要綱その他特

に指示があった事項を充足します。
55. 8-55. 9 (30日} 北海道大成町役場。 川下正巳 ヒラメ種苗生産

計 26名 5.そ の 他
(研修員略歴等)
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豊

私
は
、
巨
大
開
発
の
推
進
で
グ
ロ
ー

ブ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
上
北
郡
六
ケ
所

村
役
場
か
ら
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
技

術
及
び
ヒ
ラ
メ
の
蓄
養
技
術
を
習
得
す

る
た
め
、
今
年
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
期
間
、
青
森
県
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー

へ
研
修
に
来
て
い
ま
す
。

ア
ワ
ビ
に
関
す
る
主
な
研
修
事
項
は
、

母
貝
飼
育
、
産
卵
誘
発
、
受
精
、
浮
上

幼
生
飼
育
、
採
菌
、
付
着
稚
貝
用
琵
藻

矯
養
、
稚
貝
の
剥
離
選
別
、
人
工
餌
料

に
よ
る
稚
貝
の
か
と
飼
育
な
ど
で
す
。

ヒ
ラ
メ
に
関
す
る
主
な
研
修
事
項
は
、

親
魚
の
入
荷
、
蓄
養
、
選
別
、
出
荷
な

ど
で
す
。

六
ケ
所
村
の
水
産
業
の
現
混
は
沿
岸

漁
業
が
主
で
、
漁
業
資
源
の
枯
渇
に
よ

る
漁
護
賓
の
減
少
、
漁
業
用
燃
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
操
業
短
縮
、
漁
業
経
営

規
模
の
零
細
化
な
ど
、
全
国
の
水
産
業

彦

界
を
取
り
巻
く
現
況
と
さ
ほ
ど
斐
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
の
ア
ワ
ヒ
漁
業
は
、
村
の

一
番
北
に
位
置
す
る
、
人
口
五
千
人
余

り
の
泊
部
落
と
い
う
所
で
主
に
営
ま
れ

て
い
ま
す
3

漁
業
の
形
態
は
、
ア
ワ
ヒ
解
禁
の
目
、

部
落
全
員
が
家
族
単
位
で
磯
舟
に
乗
り

出
漁
し
ま
す
が
、

一
経
営
依
当
り
の
漁

獲
量
及
び
金
額
は
少
な
く
、
市
場
流
通

機
構
に
乗
っ
て
販
必
す
る
段
階
ま
で
成

長
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

栽
培
漁
業
の
技
術
革
新
が
め
い
さ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
現
在
、
六
ケ
所

村
の
水
産
業
も
、

一
歩
ず
つ
進
み
、
伯

焼
山
漁
港
の
整
備
拡
張
、
む
つ
小
川
原

港
内
の
漁
港
区
の
建
設
、
太
平
洋
沿
躍

へ
の
大
型
魚
礁
、
並
型
魚
礁
の
投
入
な

ど
、
さ
ら
に
沿
庫
漁
業
娠
興
対
策
と
し

て、

泊
地
区
を
対
象
と
し
た
県
補
助
事

業
で
あ
る
ア
ワ
ビ
幼
般
仔
保
青
山
崎
の
造

成
、
村
の
事
業
で
あ
る
ア
ワ
ヒ
種
苗
生

産
施
設
及
び
ヒ
ラ
メ
の
蓄
養
猫
設
の
建

設
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
そ
の
様
相
を

愛
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

(
 

今
ま
で
、

当
増
埴
セ
ン
タ
ー
の
諸
先

輩
方
と
は
あ
ま
り
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
各
地
域
で
水
産
資
源
の
確

保
及
び
猶
養
殖
並
び
に
生
産
向
上
と
い

う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、

通
進
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
に
、
一
日

も
皐
く
追
い
付
き
た
い
も
の
だ
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
3

最
後
に
、
研
修
の
場
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
セ
ン
タ
ー
所
長
さ
ん
歩
-
始

め
、
直
後
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
員

類
部
及
び
魚
類
部
の
皆
様
方
に
、
探
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研 ，~j

種2:河砂
市

四
志

美

五
月
六
日
よ
り
十
一
月
五
日
ま
で
の

半
年
間
、
来
年
度
か
ら
我
が
六
ケ
所
村

で
的
ま
る
ア
ワ
ヒ
中
間
育
成
の
た
め
に
、

泊
漁
協
の
私
と
役
場
の
中
村
さ
ん
と

一

緒
に
、
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
筏
術
に
つ
い

て
研
修
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
初
は
職
場
の
雰
囲
気
も
つ
か
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
人
た
ち
に
囲
ま

れ
、
社
会
人
と
し
て
の
人
間
形
成
と
い

う
点
で
も
研
修
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
本
来
の
研
修
目
的
で
あ
る
ア

ワ
ヒ
の
種
苗
生
産
と
い
う
点
で
は
、
定

(
 

石
ど
お
り
失
敗
を
し
な
が
ら
徐
々
に
覚

え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
仕
事

を
す
る
に
あ
た
り
次
の
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

O
ア
ワ
ビ
は
我
が
子
と
同
じ
(
気
持
)

O
若
者
は
ガ
ッ
ツ
(
心
意
気
)

O
仕
事
を
し
な
が
ら
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う
(
雰
囲
気
)

こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
な
ん
と
か
仕
事

に
も
自
信
が
つ
い
た
し
、
六
ケ
所
村
に

帰
っ
た
ら
海
を
ア
ワ
ビ
で
埋
め
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

鰻
後
に
よ
き
指
導
者
で
あ
っ
た
、
山

田
、
大
川
両
技
師
、
並
び
に
セ
ン
タ
ー

の
皆
憶
に
益
々
の
と
繁
栄
あ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
c
合
砂

研
修
生
木

下

喜

代
秀

三
厩
村
竜
飛
漁
業
協
同
組
合
の
方
か

ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
当
水
産
品
唱
殖

セ
ン
タ
ー
へ
持
活
調
答
養
、
母
貝
管
理
、

産
卵
誘
発
、
小
型
稚
貝
飼
育
な
ど
、
エ

ブ
ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
に
関
す
る
研
修
に

来
て
か
ら
、
早
く
も
五
ヶ
月
を
数
え
よ

う
と
し
て
い
る
今
日
こ
の
と
ろ
、
研
修

期
間
も
残
り
少
な
く
な
り
、
数
々
の
失

敗
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
が
思
い
出
さ

れ
、
向
か
物
寂
ぴ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

研
修
に
来
た
当
時
は
、
や
る
事
な
す

事
み
な
初
め
て
の
事
ば
か
り
で
、
一
小
安

が
先
き
走
り
、
た
だ
お
ど
お
ど
す
る
ば

か
り
で
し
た
。

技
師
の
山
日
さ
ん
、
大
川
さ
ん
な
ど

か
ら
て
い
ね
い
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
、
こ
ち
ら
で
研
修
依
験
し
た
こ
と
は
、

自
分
の
知
識

・
技
術
と
し
、
地
元
の
為

め
獲
る
漁
業
か
ら
作
る
漁
業
へ

、
漁
民

の
生
活
が
少
し
で
も
豊
か
に
な
る
よ
う

に
大
い
に
働
き
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
し

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
方
の
と
協
力
と

と
指
導
を
頂
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
皆

様
方
が
各
研
究
に
、
一
一
層
の
と
健
斗
下

さ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
お
元
気
で
〆

特
別
展
「
海
を
拓
く
」

ー

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
増
養
殖
|

期
間

一
一
二
月
二
日
1

五
六
年
二
月
一
日

場
所
一
青
森
県
立
郷
土
館

「
め
ぐ
み
を
も
た
ら
す
海
」
「
陸
奥
湾

の
漁
業
」
「
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
」
「
明
日

の
陸
奥
湾
漁
業
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に

分
れ
て
特
別
展
が
聞
か
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
と
覧
く
だ
さ
い
。


